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国際的市場戦略に関する比較研究

























































































































































市場 環 境 量的拡大中心の第一次普及期 代替需要の発生を伴う第二次普及期
企 業 _ フォード GM
戦 略 製品中心 総合的
製 品 運転し易く､修理が簡単､こわれにくく､ それぞれ~のポケット(所得)に見合った､
コンセプト 悪路に強く､飾りのない､実用車 ステータスを示す車
(みんなの乗る皐) (色々な人の乗る皐)
市場の見方 市場は不変 .普遍なものと考える 市場は変化しかつ多様化すると考える
セー ル ス 価格と品質 ファッション性と高級ィ､メ-ジ
ポ イ ン ト (ニーズ型需要に対応) (ウォンツ型需要に対応)
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16 長野大学紀要 第16巻第1･2号合併号 1994
たりしがちであるが､GMは1930年代の不況期に
もディーラー関係の維持を重視 し､販売店向けの
高いマージンとディーラー在庫の圧縮に努めた｡
結果的には､不況期にGMのシェアが伸びて寡 占
化が進んだわけで､戟略の方向性 (多様化のため
の総合的活動 を維持する努力)は正 しかったとい
えよう｡
日本車メーカーは､中近東市場で1980年代以降
さまざまなマーケティング活動 を展開してきてい
るが､それらが単なる ｢総花的｣な活動であった
のか ｢真に戦略的｣な発想やヴィジョンに基づい
た組織的な活動であったのかは､今後の展開とそ
の結果にかかっていると言えよう｡
(いはら ひさみつ 助教授)
(1994.6.30 受理)
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